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吸引用シリンジの準備

オプション-生検用シリンジを使用する場合

シリンジの活栓を「開」の状態にしてプランジャロ
ックを押さえ、プランジャをシリンジ内に完全に押
し込めます。活栓を「閉」の位置に回して、希望す
る状態までプランジャを引き戻し、陰圧をかけま
す。

Step 1

標的部位を確認します。内視鏡に挿入する前に安
全リングが「０」の位置でつまみが固定され、ニー
ドルがシース内に完全に収納されていることを確
認します。内視鏡に挿入し、接続部に達するまで
進めます。ハンドルを時計回り回して、鉗子口にデ
バイスを接続します。

チャンネルアダプタ設置

アダプタ頭部を上げ開いた状態で内視鏡の鉗子チ
ャネルに合わせてスライドさせて取り付け、アダプ
タの基部を鉗子チャネルの金属ハブの下に確実に
滑り込ませます。アダプタ頭部を下げて、固定され
ていることを確認します。 

Step 2

シースの長さを調節する場合は、スライド式シース
アジャスタの蝶ネジを緩め、希望する長さになるま
でスライド式シースアジャスタをスライドさせ、蝶
ネジを締めます。シースが内視鏡の作業チャンネ
ルから出ていることを確認します。

Step 3 Step 4

針先の突出部分を希望の長さに設定します。安全
リングのつまみを緩め、希望する針管の長さのメ
モリを表示窓に合わせて、つまみを締めます。ニー
ドルを病変部の中へ進めます。

生検には標準的なシリンジ吸引法が使用できます
が、その他スタイレットを用いる方法や何も用いな
い方法が利用できます。
スタイレットハブを慎重に引いて、スタイレットを
抜去します。必要に応じて、検体採取を繰り返す
場合に備えて、スタイレットを適切に保管しますシ
リンジを使用する場合は、Step 4.5に進みます。
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Step 4.5

準備していたシリンジをデバイスに接続し、活栓
を開いて、針管内を減圧することで生検を行いま
す。標的部位内でニードルのハンドルを慎重に小
さく前後に動かします。生検が終了後、活栓を「閉
」の位置に回します。

Step 5

ニードルをシース内に完全に収納し、安全リング
のつまみを「0」の位置で固定します。

Step 6

ハンドルを反時計回りに回して、内視鏡の鉗子口
からニードルを外し、デバイス全体を内視鏡から
外します。

本品の詳しい使用方法は最新の添付文書
を参照してください。

Step 7

安全リングのつまみを緩めて、針先を出します。新
しいシリンジまたはスタイレットを使用して検体
を取り出し、施設のガイドラインに従って準備しま
す。
追加の組織を採取する場合は、スタイレットを生
理食塩水または滅菌水で拭き、Step1～7を繰り返
します。

Step 8

処置の終了後は、アダプタの灰色の固定クリップ
を後ろに押して頭部を持ち上げ、アダプタをスライ
ドさせて内視鏡から外します。


